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私は京都生まれ京都育ちですが、美しい「京都弁」

を話すことができません。私の祖母は明治生まれで、と

てもきれいな「京都弁」を使っていました。カセットテー

プ時代に、「おばあちゃんの京都弁、とっとこ」と録音し

た覚えがあります。「おおきに」（ありがとう）「だんない」

（気にしなくていい）「そうどしたな」（そうでしたね）など

祖母にしたら当たり前の言葉が、私にとってはとても貴

重な言葉に感じられました。子どもの頃は友達の家に

お邪魔した時には、「おやかまっさんどした」（やかまし

くしてすみません）と言って帰ってくるように躾けられま

した。さすがに「どした」じゃなく「でした」と言っていたも

のの、友達の家を出るときは「ありがとう」という言葉と共

に「おやかまっさんでした」と言っていました。そういっ

た言葉の一つに、お風呂に入った時に祖母がよく言っ

ていた「ええあんばいやなあ」（いい気持ちだね）という

言葉がありました。この「あんばい」という言葉はてっき

り「京都弁」だと思っていましたが、この本の一番最初

に書かれていた言葉が「あんばい」でした。この言葉が

目に入ってきて「この本を読みたい」という気持ちにな

りました。「あんばい」は「塩梅」と書き、もともとはものを

具合よく並べるという「按配」と調味料の基本とされてい

た梅酢と塩の「塩梅」が混同してできた言葉だそうです。

このように、言葉のいわれと使い方、そして言葉の持つ

美しさについて書かれていました。 

この本の構成は、第１章「暮らしを彩ってきた和の言

葉」第２章「人間関係を豊かにする和の言葉」第３章

「心意気を感じさせる和の言葉」第４章「メール・手紙に

使いたい和の言葉」となっています。 

筆者はこの本の第１章で「時代の流れと共に、私た

ちのまわりから消えていくものがあります。そんな失わ

れていくものの一つに「和の言葉」があります。日本で

は古くから言葉には魂が宿ると信じられてきました。良

い言葉は良いことを招き、悪い言葉は悪いことを招くと

いう考え方です。日本人にとって言葉は単なるコミュニ

ケーションツールではなく、魂そのものなのです。」と述

べ、日本人の暮らしを彩ってきた「和の言葉」が失われ

つつある危機感が書かれています。確かに日常の言

葉の中で今も使っている「和の言葉」もありますが、例

えば「お膝送り」（座ったまま膝を動かして順に席を詰

め、場所を空ける）のように、今はほとんど使わなくなっ

ている言葉も書かれています。「少しずつ詰めてくださ

い。」と言う代わりに「少しずつお膝送りお願いします。」

と言うことで上品で気が利いて感じられるのです。この

ように、今は使っていないけれど使ってみたくなる「和

の言葉」がたくさん紹介されています。 

グローバルと言われ英語が注目される昨今ですが、

こんな時代だからこそ自国の文化を見直し、大切にし

ていかなければならないと痛感します。日本語「和の

言葉」の持つ素晴らしさを今一度ふり返ってみてはい

かがでしょうか。 
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『使いこなしてみたい和の言葉』 

本郷 陽二（著） 

私のすすめるこの１冊 私のすすめるこの１冊 

『使いこなしてみたい和の言葉』 

本郷陽二著 
実務教育出版，2015 年 
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《購入手続き中》 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆3 ポイント：そったくんシャーペンほか 
◆４ポイント：テープのり、修正テープほか 
◆５ポイント：そったくんビニールトートバッグ 
◆１0 ポイント：フリクションペンほか 

獲得ポイント数に応じて選べます！ 

（先着順。なくなり次第終了） 

対象：本学学生 

♥「そったくんポリバッグ」をもらう 

♥１ポイントもらう 

 

 

♥３ポイントもらう   

◆館長賞の W チャンス！ 

講習会名 内容 実施期間 

CiNii （基礎編） 国内論文の検索と閲覧 10月 5～9日 

OPAC雑誌編 雑誌の検索と館内での探し方 10月 5～9日 

他大学図書館の利用法 本学にない資料を利用するには 10月 5～9日 

CiNii （応用編） CiNii を賢く便利に使おう 10月 13～16 日 

OPAC図書 （応用編） いろいろな資料の探し方 10月 13～16 日 

新聞データベース 新聞記事を検索する、読む 10月 19～23 日 

ジャパンナレッジ 辞事典を検索する、読む 10月 19～23 日 

国会図書館の利用法 日本最大の図書館を活用する 10月 26～30 日 

オープンアクセス論文 無料で読める論文を知る、検索する 10月 26～30 日 

エブスコディスカバリーサービス さまざまなデータベースを一括検索する 10月 26～30 日 

 
11 月にも、海外論文編や文献管理講座、前回好評だった Word 講座を実施予定です。（※内容・日時等は

変更になる場合があります。最新情報は図書館ホームページやパンフレット、掲示等でご確認ください） 

【集合場所】附属図書館 1 階事務室 

【申込方法】氏名・専攻・希望講座・日時を明記の上、library@kyokyo-u.ac.jp までお申し込みください。

複数の講座に申し込み可能です。当日参加も可能ですが、できるだけ事前にご予約ください。 

♥「ポイントカード」をもらう（1 ポイント付、期間中 1 回） 

 

どんどん参加してね！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（場所：児童書コーナー） 

今月の読み聞かせ会は、 

10 月 19 日（月）15：００～ です。 

※絵本カードは幼児教育科の学生が作成しています。 

このほかにも毎月かわいいカードが飾られていますので、

ぜひ児童書コーナーに見に来てください。 詳しくは･･･教育資料館  まなびの森ミュージアム  

http://manabinomori.kyokyo-u.ac.jp/manabinomori.html 

 
 教育資料館まなびの森ミュージアム 

秋季企画展示 

「摂家二条家の江戸時代 

～京都教育大学所蔵二条家文書を読み解く～」 
【期間】2015 年 11 月 14 日（土）～12 月 25 日（金） 

※1 月 14 日（土）は開館 

※11 月 23 日（月）・12 月 23 日（水）は祝日のため閉館 

 

第 4 回  

京都･大学ミュージアム連携スタンプラリー  
【期間】6 月 15 日（月）～12 月 5 日（土） 

今年も大学ミュージアムへ！京都の大学ミュージアムをまわっ

て「知」と「美」と「素敵な景品」を手にしよう！ 

詳しくはホームページの

「今月の逸品」コーナーを

ご覧ください。展示をして

いますので、ぜひミュージ

アムへ来てくださいね！ 

★おすすめポイント★ 

「どれを手伝う？ようせいのまほう，こびとのたから

さがし，まもののいたずら，まじょのシチューづく

り，サンタクロースのプレゼントくばり」子どもと一

緒に 自分ならどれをえらぶかと考えればもっと楽し

めると思います！！ 

レファレンスカウンター（相談カウンター）を

設置しています 

「授業で課題が出たけど、 

どうやって資料を探せばいいの 

かな」「論文に必要な資料だけど 

図書館にあるのかな」といった 

文献探しをお手伝いいたします！ 

お気軽にレファレンスカウンターでお尋ねください。 

【受付時間】月～金 9:00～12:30、13:30～17:00 

【職員常駐時間】月・火・木・金 13:30～15:00 

【場所】1 階渡り廊下 

今月の絵本カードは 

こちら！ 

『ねえ、どれがいい？』 

ジョン・バーニンガム：作・絵  

松川 真弓：訳 

今月の逸品 
「実用植物図」  

「全集」 

どこ？  

西館 2 階の南館側にあります。 

どんな本があるの？ 
個人の著作集や、文学全集など各分野の全集を置

いています。 

こんな本を Pickup！ 
・『集英社ギャラリー「世界の文学」』 

請求記号：908||SH 99||1～20 

国や地域別に集められた全 20 巻の文学全集で、

本の上面（製本用語で「天」といいます）に鳥や

草花の美しい模様が描かれています。 

他にもいろいろ

ありますよ～ 

予告 

開催中 

今後の･･･

MOA 美術館伏見区児童作品展 
【期間】2015 年 10 月 30（金）～10 月 31 日（土） 

第 20 回 教科書展（保健体育編） 
【期間】2015 年 11 月 13（金）～12 月 25 日（金） 

同窓会写真展 
【期間】2015 年 11 月 13（金）～11 月 15 日（日） 

第 25 回うたとおはなしの会 関連展示 
【期間】2015 年 11 月 21 日（土） 

図書館員のつぶやき（８） 
紙ゴミや消しカスなどを捨ててもらうた

めに、館内に小さなゴミ箱を 25 個設置し

ました。ミニほうき＆ちりとりセットもつ

けていますので、机の上をササッと掃除す

るのに使ってくださいね～。 

お楽しみに！ 
予告 



●京都教育大学附属図書館ホームページ 

http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/ 

 

●携帯版図書館ホームページ（ QR ｺｰﾄﾞ→）  

http://tosho02.kyokyo-u.ac.jp/webopac/mobtopmnu.do 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の執筆者 田爪 宏二（教育学科  准教授） 

※本タイトルの論文は京都教育大学紀要 126 号に掲載されています。 

※京都教育大学リポジトリ「クエリ（KUERe）の森」http://ir.kyokyo-u.ac.jp/dspace/にも公開されています。 

 

開館日程  

□9:00-21:00 ■9:00-17:00 ■休館(CLOSED) ■学内者のみ 

         

京教図書館News No.181（2015年 10月号） 

発行日：平成 27 年 10 月 1 日 

編集発行：京都教育大学附属図書館 

問い合わせ先：library@kyokyo-u.ac.jp 

京都教育大学紀要（大学発行の学術雑誌）に掲載された論文を、 

執筆した先生本人にご紹介いただくコーナーです。 のくちび 

 

 

 

田爪 宏二 

京都教育大学紀要.  2015, No.126,  pp.47-56 

 

私たちが環境から情報を認識する際には、必要な情報に注意を向けると同時に、不要な情報の

干渉や抑制のメカニズムが作用しています。本研究のテーマである線画（絵）－単語干渉課題は、

この問題について、認知心理学、特に意味（概念）的情報や言語的情報と関わった情報処理過程

の点から検討するものです。本研究の実験内容を簡単に説明すると、コンピュータ上に線画と単

語を重ねた図版が呈示され（例：犬の線画に単語「リンゴ」）、実験参加者は単語を無視しながら

線画のカテゴリー名（例：動物）を答えます。本研究ではさらに、刺激提示から反応開始までの

時間を操作することで刺激の処理と反応活動とを分離することの効果を検討しています。 

実験の結果、線画のカテゴリー判断は線画の名称を答える場合よりも干渉が少なく、500ミリ

秒以上の反応の遅延で干渉が消失すること、また、線画と単語との意味的関係により干渉に差異

が生じること（意味関連効果）などが明らかになりました。これらの結果は、意味符号化段階に

おける認知的処理過程、また情報処理全体を統括する機能などに関する新たな知見を与えるもの

でした。 

基礎的な実験的研究ながら、本研究で取り上げた認知的情報処理の問題は、我々の日常生活や

教育とも関係するものです。例えば授業場面において教材として提示される情報が場合によって

は子どもの学習活動に干渉することや、環境内の不要な情報の抑制能力の弱い子どもなど、発達

心理学、教育心理学分野における今日的問題にも応用することができる有用な知見であると考え

られます。 

 

のむすび 

反応遅延間隔を導入した線画－単語カテゴリー判断課題における処理過程 

 


